
東吉野村小水力利用推進協議会 設立総会・講演会 

に参加しました    

日

時 

2013 年8 月4（日）13：00～15:30 

場

所 

東吉野村 住民ホール 

概

要 

 

ならコープＭさん、奈良県地球温暖化防止活動推進センター長と、2011 年12 月末から「なら自然

エネルギー研究会」としてならコープ施設を中心に再生可能エネルギー導入や市民出資型の市民共同発電

の検討を重ねてきました。 

一方、Ｍさんのご実家の東吉野村には大正元年に「吉野水電株式会社」が設立され，「つくばね発電所」

が大正3 年から45ｋW 発電していました。その後関西配電から関西電力に移行し、昭和38 年の閉鎖

されるまで電力を村に供給していました。近くには大正12 年から今も稼働している吉野発電所や樫尾発

電所があるそうです。「つくばね発電所」の復活を目指すことになられました。 

東吉野村で2013 年1 月に発足した「元気な東吉野村と林業をめざす会」が村の再生プランについて

検討され、資源（豊かな木材、豊かな水、豊かな自然環境）の利用による経済政策第1 次案をまとめら

れました。「低炭素の地域づくり戦略会議・奈良」で吉野町小水力利用推進協議会の岸田さんとの出会い

もあり、「つくばね発電所の復活」をめざし、東吉野村主水力利用推進協議会を設立することになられま

した。 

 

1.設立総会（13：00～14：30）東吉野村住民ホール 

（1）開会 

  設立準備会代表あいさつ（杉森氏）、 

来賓あいさつ（松尾勇臣県議会議員、エネルギー政策課倉田貴史氏、全国小水力利用推進 

協議会中島大氏、吉野町小水力利用推進協議会竹内一氏、日生協 高多洋氏） 

 メッセージ紹介（水本実 東吉野村長 ） 

（2）議事 

  議長選出 

  第1 号議案 経過報告と協議会設立の趣意について 

  第2 号議案 規約承認の件 

  第3 号議案 役員選出 

  第4 号議案 事業計画と事業実施体制の件 

  第5 号議案 事業予算の件 

（3）閉会  会長あいさつ（森田氏） 

全議案異議なく承認。ただし、会員はまだ少ないのでこれから呼びかける。事業計画は「構想」はあるが、

予算はまだなし。会費2000 円を集める計画。その後、協議会入会者は30 名余りになったそうです。 

 

2. 講演会および水車発電機の公開 

①奈良県のエネルギー政策について 県エネルギー政策課 倉田課長補佐 

②つくばね発電所の復活事業の意義と展望について  

東吉野村区長会長・小村区長 元村議会議員 森田康照氏 

 ③吉野町小水力利用推進協議会の取り組みについて  

吉野町小水力利用推進協議会 岸田かおる氏 

 ④ならコープ（生協）がすすめる吉野共生プロジェクトについて 

                 ならコープ吉野共生プロジェクト担当マネジャー能地洋明氏 

 

 

 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

★小水力を利用した水車発電機の公開と説明 

 

伏見工業高校作成のらせん式水車発電機 

設立総会 

講演会 

 
吉野町から持ち込んだ手作り水車で発電実験 


